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（１）プロジェクトの方向性 

 

子どもの権利が保障され、切れ目のない支援により、 
全ての子どもが地域で健やかに育つ仕組みを構築 

 
① 子どもの声に向き合う仕組みづくり 
● 本区では、誰もが安心して子どもを産み育てられ、子どもの最善の利益を確保でき
るよう、子どもやその家庭に寄り添い、妊娠期から子どもが成人するまで切れ目の
ない支援を行うとともに、子どもの権利・利益の確保と若者の社会的な自立への支
援のための取組を推進しています。 

● 令和４年に公布された「こども基本法」では、基本理念として、子どもが意見を表 
明する機会の確保やその意見の尊重、最善の利益が優先して考慮されること等が定
められています。本区においても、子どもの意見を聞き、政策に反映する仕組みの構
築等、「こども基本法」の基本理念に基づく取組を行っていきます。 

 
② 子どもの保育・教育環境の充実 
● 本区では、令和３年度に４月時点の待機児童ゼロを達成しました。今後は、年間を通
して利用しやすい保育環境を実現し、仕事と子育てを安心して両立できる環境を整備
するとともに、保育・教育環境の更なる充実に向けて、特色ある幼児教育の推進や人
材確保への支援などに取り組みます。 

● また、デジタル技術を活用することによって、保護者と保育施設や小・中学校等との
コミュニケーションの利便性向上を図ります。 

● 本区では、ＧＩＧＡスクール構想※P93の実現に向けて、１人１台のタブレット端末の
整備をするなど、学校におけるＩＣＴ※P93環境を充実させてきました。今後は、次代
に活躍する人材の育成に向け、デジタル技術の活用による子ども一人一人の個別最適
な学びの実現や自学自習等の取組を進めていきます。 

● また、学校給食費の完全無償化を実施することにより子どもの心身の健全な発達を促
す等、教育環境の一層の充実を図ります。 

子どもの未来サポートプロジェクト ３ 
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（２）推進体制 
子育て支援部と教育委員会事務局が中心となり、健康部等と連携して取組を進めます。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段

人権・多様性への理解
促進事業 ● ● ● ● ●
仕事と生活の調和（ﾜｰｸ･
ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ）応援事業 ● ● ● ● ●
配偶者暴力防止事業 ● ● ● ● ●
公共サインの充実 ● ● ●
バリアフリー事業 ● ●
歩道勾配改善事業 ● ● ●
多文化共生社会の推進 ● ● ● ● ●
働く世代への総合的な
健康づくり支援 ● ● ●
高齢者の保健事業 ● ● ●
自殺対策事業 ● ● ●
精神保健福祉包括ケア
の推進 ● ●
かつしか糖尿病アクション
プランの推進 ● ●
がん対策の総合的な推進 ● ●

衛
生

政
策
④

感染症対策の強化 ● ● ●

包括的な支援体制の整備 ● ● ● ● ●
成年後見事業の推進 ● ●
福祉人材の確保・定着支援 ● ●
生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ●
高齢者の介護予防事業 ● ●
高齢者介護施設の整備等
支援 ● ●
認知症事業の充実 ● ● ● ●
障害者施設の整備支援 ● ● ● ● ●
障害への理解と交流の促進 ● ● ●
障害者就労支援事業 ● ● ● ● ●
居宅訪問型児童発達支援
事業 ● ● ●
保育所等訪問支援事業 ● ● ●
ゆりかご葛飾 ● ● ● ●
子ども未来プラザの整備 ● ● ● ● ● ●
通年型預かり保育の実施 ● ● ●
保育所等の整備 ● ● ● ●
保育人材の確保 ● ● ● ●
学校施設を活用した
放課後子ども支援事業 ● ● ● ● ● ●

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段

児童相談体制の強化 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
かつしか子ども応援事業 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

子ども・若者活動団体支援 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

若者支援体制の整備 ● ● ● ● ● ● ● ●
総合的な学力向上事業
～次代に活躍する人材の育
成～

● ●

体力向上のための取組 ● ● ●
教育情報化推進事業 ● ●
いじめ防止対策プロジェクト ● ● ●
日本語指導の充実 ● ●
発達障害の可能性のある子
どもに対する重層的な支援体
制の充実

● ●

不登校対策プロジェクト ● ●
学校施設の改築 ● ● ● ● ●

生
涯
学
習

政
策
⑪

学びの機会の充実 ● ● ●

区民健康スポーツ参加促進
事業 ● ● ●
高齢者の健康づくりの推進 ● ● ●
障害者スポーツの推進 ● ● ●
スポーツ施設の利用しやすい
環境整備 ● ● ● ● ● ●
区民との協働による街づくりの
推進 ● ●
金町駅周辺の街づくりと連動
した公共公益施設の整備 ● ● ● ● ● ●
新小岩駅周辺開発事業と連
動した公共公益施設の整備 ● ● ● ● ● ●
立石駅周辺地区再開発事
業と連動した公共公益施設
の整備

● ● ● ● ● ●

四ツ木駅周辺の街づくり ● ● ●
金町駅周辺の街づくり ● ● ● ● ● ●
高砂駅周辺の街づくり ● ● ● ● ● ●
新小岩駅周辺開発事業 ● ● ● ● ● ●
立石駅周辺地区再開発
事業 ● ● ● ● ● ●
青戸六・七丁目地区の
街づくり ● ●
空家等対策 ● ● ●
細街路拡幅整備事業 ● ●

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段

地盤の液状化対策 ● ● ● ● ●
民間建築物耐震診断・改修
事業 ● ● ●
四つ木地区の街づくり ● ● ●
東四つ木地区の街づくり ● ● ●
東立石地区の街づくり ● ● ●
堀切地区の街づくり ● ● ●
災害医療体制の強化 ● ● ● ● ●
災害対策本部運営の強化 ● ● ● ● ● ● ● ●
受援・物資搬送の強化 ● ● ● ● ● ● ● ●
女性視点の防災対策推進 ● ● ● ● ● ● ● ●
水害対策の強化 ● ● ● ● ● ●
学校避難所の防災機能の
強化 ● ● ● ● ● ●
災害時協力井戸設置助成 ● ● ● ● ●
地域防災の連携・強化 ● ● ● ●
防災活動拠点の整備・更新 ● ● ● ● ●
防災の意識啓発 ● ● ● ●
地域安全活動支援事業 ● ● ●
消費者対策推進事業 ● ● ● ● ● ● ● ●
無電柱化の推進 ● ● ● ●
都市計画道路の整備 ● ● ● ●
新中川橋梁架替事業 ● ● ● ●
京成押上線（四ツ木駅～青
砥駅間）連続立体交差事
業

● ● ● ●
京成高砂駅～江戸川駅付
近鉄道立体化事業の推進 ● ● ● ●
自転車利用環境の整備
推進事業 ● ● ● ● ●
自転車駐車場整備事業 ● ● ● ●
新金貨物線の旅客化 ● ● ● ●
バス交通の充実 ● ● ● ●
地下鉄８・１１号線及び環
七高速鉄道（メトロセブン）
建設促進事業

● ● ● ●

地域の核となる公園の整備 ● ● ●
水の拠点の整備 ● ●
水辺のネットワーク事業 ● ●
河川環境改善事業 ● ●

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段

気候変動適応策の推進 ● ● ● ● ●
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葛飾ブランド創出支援事業 ● ● ● ●
伝統産業販路拡大支援
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東京理科大学との産学公
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文化財の保存及び活用 ● ●

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水 エネルギー 経済 産業 不平等 都市 生産消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

政策 計画事業
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業
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アンケート調査結果（概要） 

年齢層性別 職業

49.9%49.9%

0.2%

男性

女性

その他

n＝1,010

16.3%

17.0%

20.3%
21.2%

17.1%

8.0%

18歳未満

18～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70歳以上

n＝1,010

54.6%

14.3%

14.3%

7.9%

3.2%
5.8%

会社員等

主婦（夫）

無職

自営業・個人事業主等

学生

その他

n＝1,010

13.4%

13.1%

18.9%

17.3%

15.0%

14.1%

8.2%

立石・四つ木ブロック

南綾瀬・お花茶屋・堀切ブロック

亀有・青戸ブロック

奥戸・新小岩ブロック

柴又・高砂ブロック

金町・新宿ブロック

水元ブロック

n＝1,010

居住地域（７区分）

ブロック名 町名
１ 立石・四つ木ブロック 立石・東立石・四つ木・東四つ木

２ 南綾瀬・お花茶屋・
堀切ブロック お花茶屋・小菅・宝町・堀切・東堀切

３ 亀有・青戸ブロック 青戸・亀有・西亀有・白鳥
４ 奥戸・新小岩ブロック 奥戸・新小岩・西新小岩・東新小岩
５ 柴又・高砂ブロック 鎌倉・柴又・高砂・細田
６ 金町・新宿ブロック 金町・東金町・新宿
７ 水元ブロック 水元・西水元・東水元・南水元

〔居住地域区分図〕

〔居住地域区分表〕

 １．区民アンケート調査 

区民アンケート
調査期間 令和４年７月19日（火）～８月２日（火）
調査対象 区内に居住する満18歳以上の方
調査方法 WEBアンケート
有効回答数 1,010

Ⅱ．所属 

Ⅰ．調査の実施概要 
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ＳＤＧｓの理解度・関心度

26.0%

17.5%

15.5%

15.5%

15.0%

8.0%

2.4%

内容をよく知らないから

目標が抽象的でよくわからないから

何をしたら良いかよくわからないから

身近に感じられないから

SDGｓへの取組は意味がないと思っているから

言葉が難しく敬遠してしまうから

その他

関心がない理由を教えてください。
（ＳＤＧｓへの関心について、「あまり関心がない」・「全く関心がない」を選択した方のみ回答）

n＝412

ＳＤＧｓについてどの程度関心
がありますか。

14.0%

45.2%
24.8%

16.0% とても関心がある

多少関心がある

あまり関心がない

全く関心がないn＝1,010

区として、今後どのような方法で
PRを行っていくことが最も効果的だと思いますか。

n＝1,010

44.7%
10.5%

8.4%
8.3%
8.2%

4.7%
4.0%

2.9%
2.8%

1.4%
1.0%

3.3%

広報かつしか
ポスターやリーフレット

区公式Youtubeチャンネル
区公式ホームページ

区民参加型イベントの開催
区公式Twitter

関連グッズの製作・配布
区公式LINE

区公式Instagram
講座の実施

区公式Facebook
その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

Ⅲ．各設問に対する回答 

ＳＤＧｓのＰＲ方法

38.6%

23.8%
7.6%

3.6%
2.4%
1.0%
0.8%

22.3%
経済・社会・環境 環境 社会・環境

社会 経済 経済・環境

経済・社会 知らない 合計

n＝1,010

ＳＤＧｓは、何の発展に関する目標か知っていますか。
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ＳＤＧｓを意識した行動

ＳＤＧｓを意識して行動をしていますか。 葛飾区でＳＤＧｓを実現するため、最も重要だと思うことは何ですか。

29.2%

23.7%
12.0%

8.0%
1.4%

25.7%

区民一人一人が、SDGｓを意識して日常生活を送ること

SDGｓ実現のために区民・企業・区が連携していくこと

区が主体となってSDGｓ実現のために取り組むこと

企業が、SDGｓ実現のために取り組むこと

その他

よくわからない
n＝1,010

6.9%

41.2%

37.3%

14.6%
常に意識して行動している

意識して行動することがある

意識して行動していない

わからない
n＝1,010

30.1%

24.3%

13.0%

12.6%

10.9%

8.0%

8.0%

3.4%

0.5%

36.6%

SDGｓについて意識して生活してみる

SDGｓについて調べてみる

SDGｓについて人と話してみる

SDGｓに積極的に取り組む企業の商品やサービスを選んでみる

SDGｓに関連するＴＶ番組や雑誌の記事、ＳＮＳの投稿を探してみる

SDGｓに関係するイベントや活動に参加してみる

身近な企業や団体などが、SDGｓについてどの様な取組をしているか調べてみる

SDGｓについてＳＮＳで発信してみる

その他

特にない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%n＝1,010
(複数回答、総数1,488)

ＳＤＧｓの実現に向けて、実際に取り組んでみたいことは何ですか。（複数回答）

28.3%
21.5%

17.7%
16.3%

15.7%
15.0%

13.0%
12.6%
12.9%

11.5%
11.0%

10.5%
10.1%

6.8%
6.0%

2.6%
1.3%

16.5%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

3.すべての人に健康と福祉を
1.貧困を無くそう

11.住み続けられるまちづくりを
13.気候変動に具体的な対策を

2.飢餓をゼロに
7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに

8.働きがいも経済成長も
4.質の高い教育をみんなに

5.ジェンダー平等を実現しよう
6.安全な水とトイレを世界中に

14.海の豊かさを守ろう
16.平和と公正をすべての人に
10.人や国の不平等をなくそう
12.つくる責任つかう責任
15.陸の豊かさも守ろう

9.産業と技術革新の基盤をつくろう
17.パートナーシップで目標を達成しよう

特にない
n＝1,010
(複数回答、総数2,317)

ＳＤＧｓの17の目標のうち、取り組んでみたいと思う目標は何ですか。（複数回答）
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I. 調査の実施概要 

 

II. 各設問に対する回答 

 

区民アンケート
調査期間 令和４年８月24日（水）～９月20日（火）

調査対象 区内の工業振興会議、商業振興会議、
農業振興会議の各委員

調査方法 調査用紙の配付・回収
有効回答数 23

73.9%

13.0%

8.7%
4.3%

SDGs実現のために区民・企業・区が連携していくこと

区民一人一人が、SDGsを意識して日常生活を送ること

区が主体となってSDGs実現のために取り組むこと

よくわからない
n＝23

「あまり関心がない」・「全く関心がない」は
回答数ゼロ（0％）

SDGｓについて
どの程度関心がありますか。

葛飾区でＳＤＧｓを実現するため、
最も重要だと思うことは何ですか。

「企業が、SDGs実現のために取り組むこと」は回答数ゼロ（0％）

47.8%52.2%
とても関心がある

多少関心がある

ｎ＝23

 ２．事業者アンケート調査 

ＳＤＧｓの17の目標のうち、取り組んでみたいと思う目標は何ですか。（複数回答）

15.9%
13.0%

11.6%
11.6%

10.1%
8.7%

5.8%
4.3%

2.9%
2.9%
2.9%
2.9%
2.9%

1.4%
1.4%
1.4%

0.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

11.住み続けられるまちづくりを
8.働きがいも経済成長も

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに
13.気候変動に具体的な対策を

12.つくる責任つかう責任
3.すべての人に健康と福祉を

9.産業と技術革新の基盤をつくろう
16.平和と公正をすべての人に
4.質の高い教育をみんなに

6.安全な水とトイレを世界中に
2.飢餓をゼロに

14.海の豊かさを守ろう
15.陸の豊かさも守ろう

1.貧困を無くそう
5.ジェンダー平等を実現しよう
10.人や国の不平等をなくそう

17.パートナーシップで目標を達成しよう

n＝23
(複数回答、総数69)
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ＳＤＧｓを意識した行動

ＳＤＧｓを意識して行動をしていますか。 葛飾区でＳＤＧｓを実現するため、最も重要だと思うことは何ですか。

29.2%

23.7%
12.0%

8.0%
1.4%

25.7%

区民一人一人が、SDGｓを意識して日常生活を送ること

SDGｓ実現のために区民・企業・区が連携していくこと

区が主体となってSDGｓ実現のために取り組むこと

企業が、SDGｓ実現のために取り組むこと

その他

よくわからない
n＝1,010

6.9%

41.2%

37.3%

14.6%
常に意識して行動している

意識して行動することがある

意識して行動していない

わからない
n＝1,010

30.1%

24.3%

13.0%

12.6%

10.9%

8.0%

8.0%

3.4%

0.5%

36.6%

SDGｓについて意識して生活してみる

SDGｓについて調べてみる

SDGｓについて人と話してみる

SDGｓに積極的に取り組む企業の商品やサービスを選んでみる

SDGｓに関連するＴＶ番組や雑誌の記事、ＳＮＳの投稿を探してみる

SDGｓに関係するイベントや活動に参加してみる

身近な企業や団体などが、SDGｓについてどの様な取組をしているか調べてみる

SDGｓについてＳＮＳで発信してみる

その他

特にない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%n＝1,010
(複数回答、総数1,488)

ＳＤＧｓの実現に向けて、実際に取り組んでみたいことは何ですか。（複数回答）

28.3%
21.5%

17.7%
16.3%

15.7%
15.0%

13.0%
12.6%
12.9%

11.5%
11.0%

10.5%
10.1%

6.8%
6.0%

2.6%
1.3%

16.5%
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

3.すべての人に健康と福祉を
1.貧困を無くそう

11.住み続けられるまちづくりを
13.気候変動に具体的な対策を

2.飢餓をゼロに
7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに

8.働きがいも経済成長も
4.質の高い教育をみんなに

5.ジェンダー平等を実現しよう
6.安全な水とトイレを世界中に

14.海の豊かさを守ろう
16.平和と公正をすべての人に
10.人や国の不平等をなくそう
12.つくる責任つかう責任
15.陸の豊かさも守ろう

9.産業と技術革新の基盤をつくろう
17.パートナーシップで目標を達成しよう

特にない
n＝1,010
(複数回答、総数2,317)

ＳＤＧｓの17の目標のうち、取り組んでみたいと思う目標は何ですか。（複数回答）
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I. 調査の実施概要 

 

II. 各設問に対する回答 

 

区民アンケート
調査期間 令和４年８月24日（水）～９月20日（火）

調査対象 区内の工業振興会議、商業振興会議、
農業振興会議の各委員

調査方法 調査用紙の配付・回収
有効回答数 23

73.9%

13.0%

8.7%
4.3%

SDGs実現のために区民・企業・区が連携していくこと

区民一人一人が、SDGsを意識して日常生活を送ること

区が主体となってSDGs実現のために取り組むこと

よくわからない
n＝23

「あまり関心がない」・「全く関心がない」は
回答数ゼロ（0％）

SDGｓについて
どの程度関心がありますか。

葛飾区でＳＤＧｓを実現するため、
最も重要だと思うことは何ですか。

「企業が、SDGs実現のために取り組むこと」は回答数ゼロ（0％）

47.8%52.2%
とても関心がある

多少関心がある

ｎ＝23

 ２．事業者アンケート調査 

ＳＤＧｓの17の目標のうち、取り組んでみたいと思う目標は何ですか。（複数回答）

15.9%
13.0%

11.6%
11.6%

10.1%
8.7%

5.8%
4.3%

2.9%
2.9%
2.9%
2.9%
2.9%

1.4%
1.4%
1.4%

0.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

11.住み続けられるまちづくりを
8.働きがいも経済成長も

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに
13.気候変動に具体的な対策を

12.つくる責任つかう責任
3.すべての人に健康と福祉を

9.産業と技術革新の基盤をつくろう
16.平和と公正をすべての人に
4.質の高い教育をみんなに

6.安全な水とトイレを世界中に
2.飢餓をゼロに

14.海の豊かさを守ろう
15.陸の豊かさも守ろう

1.貧困を無くそう
5.ジェンダー平等を実現しよう
10.人や国の不平等をなくそう

17.パートナーシップで目標を達成しよう

n＝23
(複数回答、総数69)
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用語集 
用語 説明 

アルファベット・数字 

ＡＩ Artificial Intelligence の略。人工知能のこと。 

ＡＳＣマーク 

ＡＳＣは、国際的なＮＰＯ※P93である Aquaculture Stewardship Council（水
産養殖管理協議会）の略。 
水産養殖管理協議会が管理・運営する認証制度。環境に大きな負担をかけず、労
働者と地域社会にも配慮して漁獲された養殖による水産物につけられるマーク
のこと。 

ＢＣＰ 

Business Continuity Planの略。企業が自然災害、大火災などの緊急事態に遭遇
した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継
続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時におけ
る事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画のこと。 

ＢＯＤ 
Biochemical Oxygen Demandの略。水中の汚濁物質（有機物）が微生物の働
きによって分解される時に消費される酸素の量のこと。 

ＣＣＳ 
Carbon dioxide Capture and Storageの略。発電所や化学工場などから排出さ
れた二酸化炭素を集め、地中深く貯留することにより、大気中への排出を防ぐ技
術のこと。 

ＣＣＵＳ 
Carbon dioxide Capture, Utilization and Storageの略。発電所や化学工場な
どから排出された二酸化炭素を集め、原油掘削や化学原料生産に再利用すること
で、二酸化炭素排出量を抑制する技術のこと。 

ＤＶ 
Domestic Violence の略。配偶者や恋人など親密な関係にある又はあった者か
ら振るわれる暴力のこと。 

ＤＸ（デジタルト
ランスフォーメ
ーション） 

Digital Transformationの略。企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、デー
タやデジタル技術を活用して、製品やサービス、ビジネスモデルを変革し、提供
価値の方法を抜本的に変えること。 

ｅ-コマース 
Electronic Commerceの略。ＥＣと略すこともある。ネット通販やオンライン
ショップなど、インターネットを介して商品の売買等を行うこと。 

ＥＶ 
Electric Vehicleの略。電池に蓄えた電気エネルギーを使い、モーターを回して
走行する自動車。排気ガスを発生せず、低騒音であるのが特徴 

ＥＳＧ投資 
従来投資の判断基準として用いられてきた売上高や利益率等の財務情報に加え、
環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス※P94（Governance）とい
った非財務情報も考慮した投資のこと。 

ＦＳＣ認証マー
ク 

ＦＳＣは、Forest Stewardship Council（森林管理協議会）の略。 
森林管理協議会が管理・運営する認証制度。森林環境や地域社会に配慮して生産
された木材や製品につけられるマークのこと。 
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用語 説明 

ＧＩＧＡスクー
ル構想 

ＧＩＧＡは、Global and Innovation Gateway for Allの略。文部科学省が提唱
する教育構想のひとつであり、一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備し、子どもたち一人一人に最適な教育ＩＣＴ環境を実現すること
で教師・児童生徒の力を最大限に引き出す構想のこと。 

ＧＰＳ 
Global Positioning Systemの略。衛星を活用して、位置情報を取得する仕組み
のこと。 

ＩＣＴ 
Information & Communications Technologyの略。情報や通信に関する技術
の総称 

ＩｏＴ 
Internet of Thingsの略。「モノのインターネット」とも呼ばれ、様々なモノが
インターネットに接続し、相互に情報を交換する技術のこと。 

ＭＳＣマーク 
ＭＳＣは、Marine Stewardship Council（海洋管理協議会）の略。 
海洋管理協議会が管理・運営する認証制度。海洋環境や水産資源を守って漁獲さ
れた水産物につけられるマークのこと。 

ＮＰＯ 

Non-Profit Organizationの略。様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員に対
し収益を分配することを目的としない非営利団体の総称。このうち、特定非営利
活動促進法に基づき法人格を取得した法人を「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法
人）」という。 

ＳＮＳ 
Social Networking Service（Site）の略。参加者が共通の趣味や嗜好、居住地
域、出身校等を元に様々な交流を図ることができる個人間の交流を支援するサー
ビス（サイト）のこと。 

Society5.0 

「第５期科学技術基本計画」（平成 28 年１月 22 日閣議決定）において我が国
が目指すべき未来社会の姿として提唱された、狩猟社会（Society1.0）、農耕社
会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く、
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ
ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会を指す。 

ＬＥＤ 
Light Emitting Diodeの略。発光ダイオードと称される、電流を流すと発光する
半導体の一種 

ＶＲ 
Virtual Reality の略。ＣＧ で作られた世界や 360 度動画等の実写映像を「あ
たかもその場所に居るかのような没入感」で味わうことができる技術 

ＺＥＶ（ゼブ） 
Zero Emission Vehicleの略。走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気
自動車や燃料電池自動車のこと。 

３Ｒ（スリーアー
ル） 

ごみを減らし、循環型社会を形成するためのキーワード。第１に「ごみの発生抑
制＝リデュース（Reduce）」、第２に「再使用＝リユース※P97（Reuse）」、
第３に「再生利用＝リサイクル（Recycle）」であり、各頭文字をとって「３Ｒ」
と称する。 
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用語集 
用語 説明 

アルファベット・数字 

ＡＩ Artificial Intelligence の略。人工知能のこと。 

ＡＳＣマーク 

ＡＳＣは、国際的なＮＰＯ※P93である Aquaculture Stewardship Council（水
産養殖管理協議会）の略。 
水産養殖管理協議会が管理・運営する認証制度。環境に大きな負担をかけず、労
働者と地域社会にも配慮して漁獲された養殖による水産物につけられるマーク
のこと。 

ＢＣＰ 

Business Continuity Planの略。企業が自然災害、大火災などの緊急事態に遭遇
した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継
続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時におけ
る事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画のこと。 

ＢＯＤ 
Biochemical Oxygen Demandの略。水中の汚濁物質（有機物）が微生物の働
きによって分解される時に消費される酸素の量のこと。 

ＣＣＳ 
Carbon dioxide Capture and Storageの略。発電所や化学工場などから排出さ
れた二酸化炭素を集め、地中深く貯留することにより、大気中への排出を防ぐ技
術のこと。 

ＣＣＵＳ 
Carbon dioxide Capture, Utilization and Storageの略。発電所や化学工場な
どから排出された二酸化炭素を集め、原油掘削や化学原料生産に再利用すること
で、二酸化炭素排出量を抑制する技術のこと。 

ＤＶ 
Domestic Violence の略。配偶者や恋人など親密な関係にある又はあった者か
ら振るわれる暴力のこと。 

ＤＸ（デジタルト
ランスフォーメ
ーション） 

Digital Transformationの略。企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、デー
タやデジタル技術を活用して、製品やサービス、ビジネスモデルを変革し、提供
価値の方法を抜本的に変えること。 

ｅ-コマース 
Electronic Commerceの略。ＥＣと略すこともある。ネット通販やオンライン
ショップなど、インターネットを介して商品の売買等を行うこと。 

ＥＶ 
Electric Vehicleの略。電池に蓄えた電気エネルギーを使い、モーターを回して
走行する自動車。排気ガスを発生せず、低騒音であるのが特徴 

ＥＳＧ投資 
従来投資の判断基準として用いられてきた売上高や利益率等の財務情報に加え、
環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス※P94（Governance）とい
った非財務情報も考慮した投資のこと。 

ＦＳＣ認証マー
ク 

ＦＳＣは、Forest Stewardship Council（森林管理協議会）の略。 
森林管理協議会が管理・運営する認証制度。森林環境や地域社会に配慮して生産
された木材や製品につけられるマークのこと。 
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用語 説明 

ＧＩＧＡスクー
ル構想 

ＧＩＧＡは、Global and Innovation Gateway for Allの略。文部科学省が提唱
する教育構想のひとつであり、一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備し、子どもたち一人一人に最適な教育ＩＣＴ環境を実現すること
で教師・児童生徒の力を最大限に引き出す構想のこと。 

ＧＰＳ 
Global Positioning Systemの略。衛星を活用して、位置情報を取得する仕組み
のこと。 

ＩＣＴ 
Information & Communications Technologyの略。情報や通信に関する技術
の総称 

ＩｏＴ 
Internet of Thingsの略。「モノのインターネット」とも呼ばれ、様々なモノが
インターネットに接続し、相互に情報を交換する技術のこと。 

ＭＳＣマーク 
ＭＳＣは、Marine Stewardship Council（海洋管理協議会）の略。 
海洋管理協議会が管理・運営する認証制度。海洋環境や水産資源を守って漁獲さ
れた水産物につけられるマークのこと。 

ＮＰＯ 

Non-Profit Organizationの略。様々な社会貢献活動を行い、団体の構成員に対
し収益を分配することを目的としない非営利団体の総称。このうち、特定非営利
活動促進法に基づき法人格を取得した法人を「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法
人）」という。 

ＳＮＳ 
Social Networking Service（Site）の略。参加者が共通の趣味や嗜好、居住地
域、出身校等を元に様々な交流を図ることができる個人間の交流を支援するサー
ビス（サイト）のこと。 

Society5.0 

「第５期科学技術基本計画」（平成 28 年１月 22 日閣議決定）において我が国
が目指すべき未来社会の姿として提唱された、狩猟社会（Society1.0）、農耕社
会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く、
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ
ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会を指す。 

ＬＥＤ 
Light Emitting Diodeの略。発光ダイオードと称される、電流を流すと発光する
半導体の一種 

ＶＲ 
Virtual Reality の略。ＣＧ で作られた世界や 360 度動画等の実写映像を「あ
たかもその場所に居るかのような没入感」で味わうことができる技術 

ＺＥＶ（ゼブ） 
Zero Emission Vehicleの略。走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気
自動車や燃料電池自動車のこと。 

３Ｒ（スリーアー
ル） 

ごみを減らし、循環型社会を形成するためのキーワード。第１に「ごみの発生抑
制＝リデュース（Reduce）」、第２に「再使用＝リユース※P97（Reuse）」、
第３に「再生利用＝リサイクル（Recycle）」であり、各頭文字をとって「３Ｒ」
と称する。 
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用語 説明 

8050問題 
高齢の親が引きこもり状態の中高年の子の生活を支える状態が長期化し、社会的
孤立や生活困窮など様々な問題が潜在している状態 

あ行 

アウトリーチ 
支援を必要とする方からの相談等を待って支援を開始するのではなく、支援者等
が支援を必要とする方のもとに訪問するなど、能動的に出向くこと。 

安全保障貿易管
理 

先進国が保有する高度な貨物や技術が、国際社会の安全性を脅かす国家やテロリ
スト等の組織に渡ることを未然に防ぐため、先進国を中心とした国際的な枠組み
を作り、各国が協調して輸出等の管理を行うこと。 

イノベーション 
これまでのモノ・仕組みなどに対して、全く新しい技術や考え方を取り入れて新
たな価値を生み出し、社会的に大きな変化を起こすこと。 

エコマーク 
日本環境協会が管理・運営する認証制度。生産から廃棄までのプロセスにおいて
環境への負荷が少なく、環境保全に役立つ製品につけられるマークのこと。 

エシカル消費 
エシカルは、倫理的・道徳的という意味。エシカル消費は、地域の活性化や雇用
などを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動のこと。 

オンライン診療 
遠隔医療のうち、医師・患者間において、情報通信機器を通して、患者の診察及
び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為を、リアルタイムにより行う行
為 

か行 

カーボンオフセ
ット 

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量削減に向けた取組において、削減が困難で
ある部分の排出分を排出量に見合った温室効果ガス（二酸化炭素）の削減活動へ
の投資等の取組で埋め合わせる考え方のこと。 

カーボンニュー
トラル 

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量と吸収量を均等にして、実質の排出量ゼロ
を目指す考え方のこと。 

カーボンハーフ 
温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量を令和 12年までに平成 12年比で 50％削
減することを目指す考え方のこと。 

ガバナンス 健全な行政又は企業運営のための管理体制のこと。 

環境ホルモン 
外因性内分泌かく乱化学物質とも称し、生物に対し、ホルモンのような作用によ
り障害や有害な影響を引き起こすとされる化学物質の総称のこと。 

クラウドサービ
ス 

従来は利用者が手元のコンピューターで利用していたデータやソフトウェアを、
ネットワーク経由で、サービスとして利用者に提供するもののこと。利用者側が
最低限の環境（パソコンやスマートフォンとインターネット接続環境など）を用
意することで、どの端末からでも、さまざまなサービスを利用することができる。 

クリーンエネル
ギー 

温室効果ガス（二酸化炭素）を排出しない、又は、排出量が少ないエネルギーの
こと。 

グリーンスロー
モビリティ 

時速 20km 未満で公道を走ることができる、電動車を活用した小さな移動サー
ビスのこと。 
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用語 説明 

グリーンマーク 
古紙再生促進センターが管理・運営する認証制度。環境保全を目的とし、古紙の
利用拡大や紙のリサイクル促進を図るため、原材料に古紙を規定の割合以上利用
している製品につけられるマークのこと。 

ケアラー 
心やからだに不調のある人への介護、看病、療育、気遣いなどを日常的に無償で
行っている人のこと。 

子ども食堂 
ＮＰＯ※P93 や地域住民などが、無料又は安価で栄養のある食事や温かな団らん
を子どもたちに提供する取組のこと。 

さ行 

シェアサイクル 
借りた場所へ返却する従来のレンタサイクルと異なり、複数拠点のサイクルポー
ト（駐輪場）で自転車を借りたり返すことができる仕組みのこと。 

ジェンダー 
生物学的な性別に対し、男性の役割・女性の役割など、社会的・文化的に作られ
る性別のこと。 

食品ロス 
食べ残しや賞味期限切れ等により本来食べられるにもかかわらず捨てられてし
まう食品のこと。 

浸水対応型市街
地構想 

令和元年６月に区が策定した構想で、今後高まる水害リスクに、地域力の向上や
市街地構造の改善によって対応していくとともに、親水性の高い水辺の街を形成
していくことを目指すもの 

ステークホルダ
ー 

行政や企業等の活動において、直接的又は間接的に利害関係にある団体又は個人
のこと。 

スマートシティ 
少子高齢化や環境問題などの様々な社会問題について、先端技術（ロボットや人
工知能等）や各種データを活用しながら解決し、持続可能な社会を目指す都市や
地区のこと。 

生体認証 
指紋や静脈などの身体的特徴又は声紋や署名などの行動的特徴を用いて個人を
認証するもの 

ゼロエミッショ
ン 

人間の活動から発生する排出物を限りなくゼロにすることを目指しながら最大
限の資源活用を図り、持続可能な経済活動や生産活動を展開する理念と手法。国
連大学（ＵＮＵ）が 1994 年に提唱した。なお、本計画においては、「カーボン
ニュートラル」と同義で使用している。 

創業比率 
ある特定の期間において、「（１）新設事業所（又は企業）を年平均にならした
数」の「（２）期首において既に存在していた事業所（又は企業）」に対する割
合であり、（１）／（２）で求める。 

た行 

第４次産業革命 

18世紀末の第１次産業革命（水力や蒸気機関による工場の機械化）、20世紀初
頭の第２次産業革命（電力を用いた大量生産）、1970年代初頭の第３次産業革
命（電子工学や情報技術を用いた自動化）に続く産業革命であり、ＡＩ※P92やＩ
oＴ※P93等の新技術や各種データの活用による産業変化のこと。 

ダブルケア 一人の人や一つの世帯が、同時期に子育てと介護を担うこと。 
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用語 説明 

ディーセント・ワ
ーク 

「働きがいのある人間らしい仕事」と訳される。権利や自由・平等が保障され、
十分な収入を生み出し、働く人々の生活が安定する仕事のこと。 

テレワーク 
情報通信技術を活用した時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方のこと。自
宅で働く「在宅勤務」や、移動中や出先で働く「モバイル勤務」などがある。 

電力リバースオ
ークションサー
ビス 

競り下げ方式により、再生可能エネルギー電気の最低価格を提示する販売者（小
売電気事業者）から電力を購入する仕組みのこと。 

東京都パートナ
ーシップ宣誓制
度 

パートナーシップ関係(※)にある二人からの宣誓・届出を東京都が受理したこと
を証明（受理証明書を交付）する制度のこと。 
※パートナーシップ関係：双方又はいずれか一方が性的マイノリティ（性自認が
出生時に判定された性と一致しない人又は性的指向が異性に限らない人のこ
と。）であり、互いを人生のパートナーとして、相互の人権を尊重し、日常の生
活において継続的に協力し合うことを約した二人の関係のこと。  

ドローン 
無人航空機の一種。構造上、人が乗ることができない飛行機等であり、遠隔操作
又は自動操縦により飛行させることができるもの（機体本体の重量とバッテリー
の重量の合計が 100g未満のものを除く。） 

は行 

廃業率 
ある特定の期間において、廃業した事業所数が既存の事業所数に対してどの程度
の割合を占めるかを示すもの 

ハザードマップ 自然災害発生時の被害想定区域や避難場所、避難経路などを示した地図のこと。 

バックキャステ
ィング 

目標とする将来像を描き、その将来像の実現のために、未来から現在にさかのぼ
り、取り組むべき事項を検討する方法のこと。 

パラスポーツ 
障害者スポーツとも言い、障害に応じて競技規則や実施方法を変更したり、用具
等を用いて障害を補ったりする工夫・適合・開発がされたスポーツのこと。 

ハラスメント 

相手の意に反した言動等により相手に不快を与える嫌がらせ行為のこと。性的な
嫌がらせ行為であるセクシュアルハラスメント、職場での優位性をふりかざすパ
ワーハラスメントのほか、妊娠や出産に関するマタニティハラスメントなどがあ
る。 

ヒートショック 
気温の低い屋外から暖かい屋内への移動などによる急激な環境温度の変化によ
って、血圧が上下に大きく変動することをきっかけとして起こる、健康被害の総
称 

フィードバック 本人に対して結果とその他必要な情報の提供を行うこと。 
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用語 説明 

フードドライブ 
家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバンク等に
寄付する活動のこと。 

フードバンク 
包装の印字ミスや賞味期限が近いなど、食品の品質には問題ないが、通常の販売
が困難な食品・食材を食品メーカーなどから引き取り、福祉施設等へ無償で提供
する活動を行うＮＰＯ※P93等の団体のこと。 

フェアトレード 
環境にやさしく、生産者の暮らしの改善や自立を実現するために、生産者と購入
者の間で商品が適正な価格で売買されること。 

フレイル 
加齢によって心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下した
状態 

紛争フリー商品 
紛争や人権侵害、強制労働・児童労働などがなく、また、適正な価格で採掘や取
引された鉱物（ダイヤモンド、レアメタル等）を素材として製造された商品のこ
と。 

ヘルプマーク 
義足や人工関節の使用、内部障害、難病など、外見から分からなくても援助や配
慮を必要としている人が、周囲に配慮を必要としていることを知らせるために、
東京都が作成・配布しているマークのこと。 

ま行 

マタニティマー
ク 

妊婦が交通機関等を利用する際に身につけ、周囲に妊婦であることを示し、妊産
婦にやさしい環境づくりを推進するために、国民運動計画「健やか親子 21」推
進検討会において作成されたマークのこと。 

モニタリング 特定の対象を連続的又は定期的に監視や観察すること。 

や行 

ヤングケアラー 
本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている
子どものこと。 

ら行 

リユース 
使用しなくなったもののうち有用なものを製品としてそのまま使用すること、又
は他の製品の一部として使用すること。 

レインフォレス
ト・アライアンス
認証マーク 

国際的な非営利環境保護団体であるレインフォレスト・アライアンスが管理・運
営する認証制度。生物多様性の維持や労働者の生活環境に配慮した森林や農園で
作られた商品につけられるマークのこと。 

わ行 

ワーク・ライフ・
バランス 

人それぞれの希望に応じて、「仕事」と子育てや家族の介護、地域活動等の「仕
事以外の生活」の調和が図れる状態 
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※パートナーシップ関係：双方又はいずれか一方が性的マイノリティ（性自認が
出生時に判定された性と一致しない人又は性的指向が異性に限らない人のこ
と。）であり、互いを人生のパートナーとして、相互の人権を尊重し、日常の生
活において継続的に協力し合うことを約した二人の関係のこと。  

ドローン 
無人航空機の一種。構造上、人が乗ることができない飛行機等であり、遠隔操作
又は自動操縦により飛行させることができるもの（機体本体の重量とバッテリー
の重量の合計が 100g未満のものを除く。） 

は行 

廃業率 
ある特定の期間において、廃業した事業所数が既存の事業所数に対してどの程度
の割合を占めるかを示すもの 

ハザードマップ 自然災害発生時の被害想定区域や避難場所、避難経路などを示した地図のこと。 

バックキャステ
ィング 

目標とする将来像を描き、その将来像の実現のために、未来から現在にさかのぼ
り、取り組むべき事項を検討する方法のこと。 

パラスポーツ 
障害者スポーツとも言い、障害に応じて競技規則や実施方法を変更したり、用具
等を用いて障害を補ったりする工夫・適合・開発がされたスポーツのこと。 

ハラスメント 

相手の意に反した言動等により相手に不快を与える嫌がらせ行為のこと。性的な
嫌がらせ行為であるセクシュアルハラスメント、職場での優位性をふりかざすパ
ワーハラスメントのほか、妊娠や出産に関するマタニティハラスメントなどがあ
る。 

ヒートショック 
気温の低い屋外から暖かい屋内への移動などによる急激な環境温度の変化によ
って、血圧が上下に大きく変動することをきっかけとして起こる、健康被害の総
称 

フィードバック 本人に対して結果とその他必要な情報の提供を行うこと。 

97 

 

用語 説明 

フードドライブ 
家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバンク等に
寄付する活動のこと。 

フードバンク 
包装の印字ミスや賞味期限が近いなど、食品の品質には問題ないが、通常の販売
が困難な食品・食材を食品メーカーなどから引き取り、福祉施設等へ無償で提供
する活動を行うＮＰＯ※P93等の団体のこと。 

フェアトレード 
環境にやさしく、生産者の暮らしの改善や自立を実現するために、生産者と購入
者の間で商品が適正な価格で売買されること。 

フレイル 
加齢によって心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下した
状態 

紛争フリー商品 
紛争や人権侵害、強制労働・児童労働などがなく、また、適正な価格で採掘や取
引された鉱物（ダイヤモンド、レアメタル等）を素材として製造された商品のこ
と。 

ヘルプマーク 
義足や人工関節の使用、内部障害、難病など、外見から分からなくても援助や配
慮を必要としている人が、周囲に配慮を必要としていることを知らせるために、
東京都が作成・配布しているマークのこと。 

ま行 

マタニティマー
ク 

妊婦が交通機関等を利用する際に身につけ、周囲に妊婦であることを示し、妊産
婦にやさしい環境づくりを推進するために、国民運動計画「健やか親子 21」推
進検討会において作成されたマークのこと。 

モニタリング 特定の対象を連続的又は定期的に監視や観察すること。 

や行 

ヤングケアラー 
本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている
子どものこと。 

ら行 

リユース 
使用しなくなったもののうち有用なものを製品としてそのまま使用すること、又
は他の製品の一部として使用すること。 

レインフォレス
ト・アライアンス
認証マーク 

国際的な非営利環境保護団体であるレインフォレスト・アライアンスが管理・運
営する認証制度。生物多様性の維持や労働者の生活環境に配慮した森林や農園で
作られた商品につけられるマークのこと。 

わ行 

ワーク・ライフ・
バランス 

人それぞれの希望に応じて、「仕事」と子育てや家族の介護、地域活動等の「仕
事以外の生活」の調和が図れる状態 
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